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カヌー・スラロームセンター 

2020年 中上級者対象 ダウンリバー講習 募集要項 

日  時 2020 年 10 月 4 日（日） 会場集合時間 11 時 30 分 

会  場 カヌー・スラロームセンター（東京都江戸川区臨海町 6-1-1） 

内  容 ⚫ 「スラロームの技術を使って、ダウンリバーをもっと楽しもう！」 

日本初の人工コースを使用した、カヤック中上級者を対象とした講習です。スラ

ロームの元日本代表が講師を務めます。コース内の流れを使用した、ダウンリバ

ー基礎スキル（エディキャッチ、フェリー、ブーフ）の見直しや、スラロームの

ラインを読む技術を学びましょう。 

※基本的に 2m30cm 以上のクリークボートが対象ですが、それより短いダウン

リバーボートでもご参加頂けます（フリースタイル艇不可、スラローム艇不可、

オープンデッキ艇不可）。 

⚫ 1 回約 2 時間半（パドリング 1 時間。受付、着替えを含む） 

参加資格 年齢制限：中学 2 年生以上 

※高校生以下の方のご参加には保護者の同意が必要です（対象の方には予約受付後保

護者同意書を送付いたします）。 

1. 落ち込みやボイルがあるクラス 3（春の水上紅葉峡・徳島吉野川大歩危セクショ

ン）程度の川を楽しみながら下れる事。 

2. 装備一式を持参できる事。 

必須…カヤック（制限有、本要項の持ち物欄に記載。）、浮力体、パドル、ヘルメ

ット、ライフジャケット、スプレースカート 

定  員 6 名 

講  師 吉田拓 

元カヌースラローム日本代表。カヌー・スラロームセ

ンター勤務。長年、ワールドカップや世界選手権など

多くの大会に出場するため世界中を転戦し、競技を行

う中で培った人工コースでの豊富な知識とテクニッ

クを持つ。2009 年、2017 年日本選手権優勝、2019

年ワールドカップ第一戦セミファイナル進出。 

料  金 7,000 円/回 
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持ち物 カヤック（2m30 ㎝以上のクリークボート推奨、それより短いダウンリバーボートで

も参加可能。フリースタイル艇不可、スラローム艇不可、オープンデッキ不可）、浮力

体、パドル、ヘルメット、ライフジャケット、スプレースカート 

※上記持ち物は全てホワイトウォーター用のみ使用可です。 

※レンタルはありません。 

注意事項 ⚫ コースには多くのブロックが設置されており、場所によってはボートやパドルを

簡単に破損する可能性があります。また、自然河川にはないホールなどの障害物

があり、怪我のリスクも高いため、スキルに自信のない方のご参加はご遠慮下さ

い。 

⚫ 事故を防ぐため、また講習を円滑に行うため、当日、講師または施設スタッフが

最低限のスキルが不足している（セルフレスキューができない、沈脱が頻発する

等）と判断させて頂いたお客様には、流れの弱いコースでの講習部分のみの参加

とさせて頂く場合がございます。また、持参された装備に不備がある場合や、健

康状態によってはご参加をお断りする場合がございます（施設から装備の貸出は

行いません）。その際、参加料の返却はいたしません。 

⚫ 持参された装備の破損は、施設の整備不良等施設側に瑕疵がある場合を除き、一

切責任を負いません。（例:沈脱をして艇が流され、その過程で折れた。川底のブ

ロックやコンクリートに当たって破損した。等） 

⚫ 沈脱した場合、基本的にボートはメインのコース内で回収せず、最下流の静水プ

ールまで流して回収致します。 

⚫ カヌー・スラロームセンターの新型コロナウイルス感染対策（https://canoe-

slalom.tokyo/blog/3334/）、安全対策及びその他諸ルール（後述）にご協力くだ

さい。ご協力頂けない方の参加はお断りします。 

⚫ 少雨でも実施しますが、天災などで中止となった場合には申込の際に入力いただ

いたメールアドレスに開催前日 17 時までにお知らせするとともに、カヌー・ス

ラロームセンターウェブサイトでもお知らせします。 

申込方法 カヌー・スラロームセンターウェブサイト上のエントリーフォームからお申し込みく

ださい。（https://canoe-slalom.tokyo/blog/3355/） 

申込締切：開催日前日 17 時まで 

※定員になり次第受付を終了させていただきます。 

問合せ カヌー・スラロームセンター指定管理者（株式会社協栄） 

E メール：taiken-canoeslalom-center@k-bm.co.jp 

電話：03-6808-6100 

https://canoe-slalom.tokyo/blog/3334/
https://canoe-slalom.tokyo/blog/3334/
https://canoe-slalom.tokyo/blog/3355/
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安全対策・諸ルール 

【キャンセルポリシー】 

□お客様都合でのキャンセルについては、キャンセル料金を申し受けております。 

・前日キャンセル 参加料の 50％ 

・当日キャンセル 参加料の 100％ 

（※振込手数料は、予約者でご負担をお願い致します。） 

□天候、災害、その他の事故又は施設側に特別の理由があると認められる場合で、サービスの提供ができなくなったと

きは、施設の規定に則り参加料の返金を行います。 

 

【施設利用上の注意】 

□ 東京 2020 大会に向けての仮設物が残置されているなどの理由のため、施設内に立ち入り禁止エリアがあります。

当日はガイド及び監視員の指示に従ってください。 

□ 施設内には東京 2020 大会用の仮設物があります。大会用仮設物等には触れないようご注意ください。 

□ 乗艇する際はライフジャケットとヘルメットを着用して下さい。艇・ライフジャケット・ヘルメットを含む道具の

貸出はございません。 

□ プールの水は親水基準となっているため飲めません。 

□ 場内は禁煙です。 

□ 新型コロナウイルス感染症対策の一環として予約者以外はご入場頂けません。 

□ 安全管理上、申し込み時の利用目的以外でのコースへの入退水は固くお断りいたします(水浴び等)。 

□ 必要備品以外の場内への持ち込みはご遠慮下さい(自転車・ドローン、その他、係員より注意を受けた物)。 

□ 動物を連れてのご入場は出来ません。(補助犬を除く) 

□ プール内に物を落とした際は機械の故障・トラブルに繋がる可能性がありますので直ちにお近くの係員にお知ら

せください。※プール内は水の流れが激しく、とても危険です。自ら入水しないようお願いします。 

□ 場内では係員の指示に従ってください。係員の指示に従わない場合に携行品の破損や怪我、事故などが生じた際

は、施設はその責任を一切負いかねます。また利用を中止させていただく場合があります。 

□ 施設利用中の盗難や遺失、また、物損（艇、パドル等）に関しては各自の責任で対応をお願いいたします。 

□ 東京２０２0 大会仮設物の写真撮影はご遠慮ください。 

□ コース周辺ではカヤック練習のための動画のみ撮影が可能です。大会仮設物が写り込まないように注意して撮影

をお願いいたします（Gopro を始めとしたアクションカメラ、ウエアラブルカメラの持ち込み・使用は禁止し、三脚

を用いた定点撮影のみ可能です）。また、撮影した動画は参加者の技術力向上を目的とした個人使用のみに限定し、SNS

やホームページへのアップロードを禁止します。 

それ以外の箇所で撮影を行う場合は、他の利用者の迷惑とならないよう留意し、各自の責任で行ってください。 

□ 施設利用後、荷物は更衣室に残置せず各自で管理していただきますよう、お願いいいたします。 

 

【飲食について】 

□ 場内での飲酒は禁止です。 

□ 施設内にレストランなど、食事の提供をする施設はございません。 

□ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、お持ち込みの食べ物であっても食事はご遠慮いただいております。 
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□ 管理棟内に飲料自動販売機がございます。 

 

【その他】 

□ 事故について：事故が発生した場合は、速やかに指定管理者へご連絡ください。なお、治療が必要となる事態が発

生した場合はご自身の傷害保険等をご利用ください。 

□ 事故等で施設・付属設備等及び東京 2020 大会用仮設物に損傷を与えた場合は、修理費用等をご負担いただきま

すのでご了承ください。 

□ 管理事務所での荷物預かりはいたしません。 

□ 貴重品の管理は各自でお願いいたします。紛失、盗難は当施設では責任を負いかねます。 

※エントランスに貴重品ロッカーがございます。 

□ 施設内での火気の使用は禁止です。 

□ 悪天候について：台風及び雷雨などの荒天により施設利用を中止する場合がございます。施設利用中はスタッフ

の指示に従ってください。中止となった場合の利用料金の返金については、キャンセルポリシー欄をご参照ください。 

□ 施設内全面禁煙となっております。 

□ 全てのごみはお持ち帰りください。 

 


